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体操のみで始ま ったわが国の体育教材は遊戯や競技教材が加わ り，現行では体操 ・スポ
ーツ・ダンスという運動文化を教材と し一段と豊富になった。そして現在では，体操・ス
ポ」ツ・夕、ンスを行なう 乙とが体育である という考え方が強くなっているようにうかがえ



































なかったのではないか。」 と自ら進んで運動するように指導する ζ とが必要であるととを






























理な表現性のみを要求するあまり嫌らわれてしま ったりする。中学・ 高校において， ダン
ス授業ボイコ ット運動がお乙るとrどの話を聞くがなげかわしい ζ とである。しかし，系統
的な指導のもとに授業がすすめられると学年が低いほど大変に好まれる教材となる。 中学
・高校で も指導者が熱心なと ζろでは， 朝早くから夜遅くまで作品づくりに精を出し， 学
校だけで時聞が足りず家庭にまで集ってやるので職員会議で問顕になるともいわれるが，
これほどまでに児童生徒が夢中になるには何か現代の子ども達にと って大きな魅力となっ
ている要素があるのではないか。 そζ でまず，ダンスの特性をとら え，その教育的価値を
見出 してみたし、。体育科教育の目標の中核を成すものは健康な身体育成と体力を培う ζと
にある 乙とは衆知の通 りであるが，それは人間形成を目的としたものであり， 必身一元論
的考えをも ってすすめられるものである。スポーッ教材は身体的教育の場と心理的教育の
場があり， マナーや態度 も乙の教材与を通して学びとる乙とが可能である乙とは認めるにし











(4) 社会性を育てる集団活動である。 とされており，水谷氏 もその特性について，
(1) 人聞が共通にもつ自己表現である。



















いわれるが，単に緑がなくなる乙とだけではなく，自然のリ スムが失われていく ζ とに大
きとよ問題がある。樹木を例にと って も，春に緑が生まれ成長し，秋』ζ落葉となり，乙れが






















の研究報告もあり， 更に人間形成を目ざしての体力づくりとして， 自分のつ くった運動に
は特に興味を感じ意欲的に喜んで運動にとり組tr態度がみられ，ひとり遊びがなくなり，
友だ弘がすぐできるようになり，違った遊びも覚えよりたのし く遊ぶようになったという
報告などもあ り， 自発的な自由で創造的運動がまさし く体育と して価値あるものであるζ
とが広く 研究さ れつつある。
自然で自由で創造的な運動の申には，その人個人のよいリスムが現われ，それを通して
情緒的満足感を覚え，運動への欲求満足が得られる。バランス ・タイミング ・リ スムなど
調整力といわれるものは神経と筋の作用であるが，調整力を身につけるためには種々の動
きのパタ ーンを知る ζ とであり， 10才位までに90予ちの発達をみるといわれているので， 運
動のパターンを乙の時期に数多く大脳に記憶させるためにも，バランス・タイミング・リ
ズムを考慮した心地よいリス、ミカルな多くの動きの経験が必要であり，その動きは個人に
よって違 う心地よい リスムを生み出すと乙 ろの創造的動きづくりである ことが望ましし、
これまでの体育科の中の運動の指導には固苦しいとこ ろがあり，自然な動きの リスムが出
るような自由性がなかった。 よい リスムは自由な活動の中から生まれるものであり， 調整



















































































































ノマターンを生み出し，自分で考えて創り出すということ と人と違った面か ら物をと らえ，
そして他人から物の見万を学ふ、ことによさがある。そして見ても動いてもよいリズムパタ
ーンは人から学んでいく必要があろう。













少なくなるので動く ζ とがダン スの基本であり，その中から自分に必要な運動が生み出さ
れていく ζ と与を知らせ言葉によるよりも動くこ とによってすすめる万が効果的であるこ と
を知らせる。そのためには小グループ作業よりはじめ，個人の負担を軽くすると同時に話
を早くまとめる経験をさせる。 活発な動き とそ うでない動きの組み合わせ，急激なリズム
の変化，スローモーシ ョン，静止の運動，奇妙な動き，隊形の変化， 個と群，群と群のか
け合いなどいろいろな乙とをウ ォーミングアップの申で経験させておくことも作品を早く
作り あげるために役立つものである。ダンス教材は，教師も 子ども も共に無から有を求め
て研究しながらすすめていく教材であると考える。
E ま と め
今日，社会の要請も含めて問題の多い体育においては，体育教材について検討されねば
ならない時点に至っており，中でもダンス教材については，体操・スポーツ・ダンスと体

































を高める活動である ζとは種々の実験で明らかであるが， リズ ミカノレな美的な運動を自分
の意志のままに継続していく過程で、心身共に満足感を味わう ものである。自主的 ・創造的
な運動づくりであ り， 生活の中に根ぎした運動であるところから，乙れからの体育活動と
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